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河川部会及びそこに関わる技術者・研究者への期待

• 皆さんは，科学技術者である前に「土木技術者」のはずです．

• 土木は，「インフラの整備・維持・管理・運用を通じ，地域の活力と国力の増進を
図り，人々の安全を保障し，文化・芸術の発展を目指す総合的な営み」です．

• 「土木」という営みは本源的に「公益」に資する．それに従事する技術者や研究
者等は，本質的に「利他的・倫理的・公共的」であることが求められます．

• 学会は，公的な責務を再認識し，学会員の「共益」のみならず，土木界・社会
「公益」の新たな展開のため，貢献対象の拡大とその内容充実を図る．河川技
術論文集の編集・刊行及びシンポジウムの開催はこの取り組みの一環と考えま
す．

• 河川部会に関わる研究者（教育者も兼ねているはず）は，アカデミックである前
に「土木技術者」であってほしい，最先端追求に加えて，下支え・底力涵養にも
寄与する存在であってほしいと期待しています．



周辺状況が大きく転換する時期
気候変動（流域治水）・DX・メンテナンス・洪水応答知見蓄積
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新規整備からストック活用への転換
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財政
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発展期

安定期

転換期(現在)

DX
アンサンブル
計算技術進化

気候変動・流域治水

メンテナンス
事前放流・ハイブリッド
長寿命化（予防保全）
更新（賢い事後保全）

被災実態
被害拡大実態
有効粒径集団

流水型

気候変動を踏まえた水災害対策のあり方（答申）（R2.7）等

第５次社会資本
整備重点計画
（R３.５）等

これまでの知見蓄積
・土研資料（河道特性他）
・北海道東北豪雨
・R1T19 他
＋明治頭首工漏水事故
＋橋脚・桁沈下

網掛け：調査研究対象・成果反映先の領域
時期やフェーズによって対象領域が変化することを認識する必要がある
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専門細分化の壺
論文数評価至上主義の圧迫

アカデミック評価の誘惑
↓

思考の総合性・柔軟性不足
↓

問題、本質を考察する
能力が育たない

基準・マニュアル
信奉の落し穴

↓
ブレイクスルーの肝不継承

↓
前例踏襲至上主義

この領域の
投稿も重要



好循環形成の障害
２/３基準・マニュアル類信奉の落とし穴

「脈絡」という見方，「脈絡が変化する」こ
とを踏まえた考察・理解・知見抽出・「失
敗克服」を根付かせる取り組みが重要

出典：畑村洋太郎: 失敗学のすすめ，音声言語医学，Vol.43，pp.182-188，2002 に加筆

基準・マニュアル類作成・整備期

改定重ねるときに
時間を経るうちに こうならないようにしたい
「性能規定」でこうなっていなければよいが・・

改定期

技術開発期

「脈絡」を整理・把握
する方法は，失敗克
服だけでなく，技術
開発，成功要因分析
でも有効．

河川部会は，「脈絡」の整
理・共有を大切にすべき！

基準・マニュアル



好循環形成の障害
２/３基準・マニュアル類信奉の落とし穴

出典：畑村洋太郎: 失敗学のすすめ，音声言語医学，Vol.43，pp.182-188，2002 に加筆
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人は理解しなければ（失敗（成
功））知識を使うことはできない．

結果だけが表現されていても理解
はできない．失敗（成功）に至る脈
絡（どのようなことに迷い，どのよ
うなことを試し，どのような失敗
（成功）をしたかについて記述）が
記述されていてはじめて理解する
ことができる．

それにはまず，事象・経過・原因・
対処（その失敗（成功）の進行に
どのように対応したか）・総括など
の項目に従って記述することが必
須である．

そしてこれらを知識化する必要が
ある．更にこの失敗（成功）に対し
て行った対策・失敗（成功）の起
こった背景・この失敗（成功）の後
日談，またこの失敗（成功）に関連
して思い浮かんだ四方山話などを
記すことが非常に有効である．



構造物マネジメント・構造物群システムと周辺の相互作用
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インフラ群が構成するシステム
・

構造物と自然公物のシステム

計画、計画修正
（調査・対策案比較検討）

設計
（施設諸元・材料・構造決定）

（完了時測定・施工記録
・修正設計・施工計画）

施工

（巡視・機能点検・評価・不具合詳細調査
・被災原因調査・教訓抽出と改善検討）
予防保全：維持・強化→長寿命化
事後保全：更新・災害復旧
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水理学・土砂水理学
水工学・水文学

災害科学

宮村河川学の継承危機
≠土木史

「計画」・「設計」はマネジメントの局面の１つ．「計画」や「設計」に偏重すべきでない
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参考 洪水応答から見た「設計技術」のカバー範囲（私見）

経験に基づく判断の積み重ねに立脚した設計
（形状規定）

（土質力学・河川工学・施工技術等）工学的知見
の発達に立脚した安全性照査に基づく設計

（力学設計）
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工業製品（性能のバラつきを定量化できる）を念頭に置いた手法．
Knownでvaluableでないと成立しないのではないか．
無理やり性能関数（とバラつき）を設定する，モンテカルロシミュ
レーションでバラつきを設定する机上検討も考えられるが，妥当
性を評価できる検証データがない限り，「結果を作っている」
→現象理解に誠実な方法とは思えないが・・・



好循環形成の障害 １/３専門細分化の壺

出典：畑村洋太郎: 失敗学のすすめ，音声言語医学，Vol.43，pp.182-188，2002



自然公物内で折り合いをつける河川構造物 ≠ 制御が可能な人工構造物

特にマネジメントの哲学が異なる

• 河川＝自然公物（洪水のたびに変化、常時
においても植生繁茂等で状態が変化、構造
物と流れ・流砂・周辺地形の相互作用により
変化） ≠ コントロールされた（変化を考える
必要がない）基礎の上に構築される人工構
造物

• 河川内構造物は自然公物の一部をなす（地
動説のマネジメント哲学で考えざるをえない）
≠ 周辺地形等のコントロールされた境界条
件下にある人工構造物（天動説のマネジメン
ト哲学も可能）

• 河川内構造物のマネジメント（構造物と流れ・
流砂・地形変化の相互作用＝洪水応答の理
解・畏敬なしの哲学は成立しない） ≠ 構造
物の材料応答（劣化・内部応力変化）を考え
ればよい人工構造物の設計・管理

（河道）
自然公物（堤防等）

河川管理施設
（堤防等）

河川管理施設

（堤防等）
河川管理施設

（護岸）
河川管理施設

（河道）
自然公物



河川管理施設等 河川管理施設 許可工作物
11

（堤防等）
河川管理施設

氾濫流制御に
なると盛土道路

・干拓堤防

洪水調節含むもの
：河川管理施設

利水ダム：許可工作物

（堤防等）
河川管理施設

橋台保護・堰取付護岸：
許可工作物

分流堰・多目的堰：
河川管理施設

床止め
（落差工・帯工）：
河川管理施設



河川管理施設等 河川管理施設 許可工作物
12

頭首工・取水堰：
許可工作物

橋梁：
許可工作物

排水機場：
河川管理施設
・許可工作物

サイフォン（伏せ越し）：
許可工作物

樋門・樋管：
河川管理施設
許可工作物

水門・閘門：河川管理施設



好循環形成の障害 １/３専門細分化の壺

「劣化」は，材料や構造だけで生じ
るとは限らない．

インフラを支えるシステム全体につ
いても目配りする必要がある．

最先端技術の追求では気づくこと
ができない．

出典：畑村洋太郎: 失敗学のすすめ，音声言語医学，Vol.43，pp.182-188，2002 に加筆

縦割りは組織だけじゃない．
分野間にもある．

総合大学といいながら，河川工学に農業
土木の先生が教えにくることはなかった・
逆もないのでは．



好循環形成の障害 ３/３無謬性の自縛
• 失敗の原因は多層に重なっており，1つの原因だけで起こることはない．
• 失敗を，許される失敗（技術や知識の進歩に貢献する失敗．例えばタコマ橋．つり橋の構造と流体力学の進歩につながった）と
• 許されない失敗（既に何度もやった失敗から学ぶことなく同じ愚を繰り返すこと）
• の2種類に分け，この2つははっきりと峻別しないと失敗の取り扱いを誤る

許される失敗
タコマ橋・自在堰陥没

出典：畑村洋太郎: 失敗学のすすめ，音声言語医学，Vol.43，pp.182-188，2002 に加筆
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好循環形成の障害 ３/３無謬性の自縛
• 失敗の原因は多層に重なっており，1つの原因だけで起こることはない．

• 失敗を，許される失敗（技術や知識の進歩に貢献する失敗．例えばタコマ橋．つり橋の構造と流体力学の進歩につながった）と

• 許されない失敗（既に何度もやった失敗から学ぶことなく同じ愚を繰り返すこと）

• の2種類に分け，この2つははっきりと峻別しないと失敗の取り扱いを誤る

社
会
史
か
ら
の
考
察
も
必
要

出典：畑村洋太郎: 失敗学のすすめ，音声言語医学，Vol.43，pp.182-188，2002 に加筆

失敗に至る「脈絡」は，原
因が多層に重なっているこ
とを念頭に，整理・考察す
る必要がある．

未知への遭遇

社会システム不適合

行政・政治の怠慢

企業経営不良

組織運営不良

個々人に責任のある失敗

社
会
性

個
人
性

組織怠慢・政治判断

組織構造不良・企画不良・経営不良

運営不良

無知・不注意・不順守
・誤判断・検討不足

図5 失敗原因の階層性

「許されない失敗」化すると，
後手後手にまわり，生産性
のあるエネルギーの使い方
ができなくなる



好循環形成の障害 ３/３：無謬性の自縛

• 失敗学の肝である，失敗に至る脈絡の考察・分析，失敗の起こる背景，失敗に対して行っ
た対策の考察，失敗の後日談のまとめ等失敗の知識化に至らない．これまで内向きに秘
匿されがちだった許されない失敗も含む，社会の変化や組織の栄枯盛衰との相互作用も
含む脈絡の抽出とそれを改善に生かす知識化が必要である．

• 人は誰でも失敗する，失敗を通じて得た体感・実感が進歩のもととなるを共通認識する必
要がある．組織にも失敗はありえ，そこから遠因も含む脈絡を理解し改善事項を抽出して
失敗しにくい仕組みを実装する知識化が必要である．

• 失敗学の知識化には，訴訟に代表される責任追及と分離する法制度の整備も必要である．
責任追及との分離が不充分な中では，無謬性の自縛を取り払うことは困難なため，許され
ないものも含む失敗・教訓を真の科学的理解・再発防止に昇華することができない．

責任追及：事実認定・確定が重要（再発防止の唯一の手段と思いがちだが犯人捜しと処罰の手段）

≠
許されない失敗にしない（予防保全）：有力仮設（いいかげんな仮説はダメ）が重要．講じる対策（その周知徹底）が肝

↓

組織・分野の風土になる



構造物マネジメント・構造物群システムと周辺の相互作用

地形・地質（自然史）
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自然・気候（自然史）

インフラ群が構成するシステム
・

構造物と自然公物のシステム

計画、計画修正
（調査・対策案比較検討）

設計
（施設諸元・材料・構造決定）

（完了時測定・施工記録
・修正設計・施工計画）

施工

（巡視・機能点検・評価・不具合詳細調査
・被災原因調査・教訓抽出と改善検討）
予防保全：維持・強化→長寿命化
事後保全：更新・災害復旧

相互作用 相互作用

相
互
作
用

相
互
作
用

水理学・土砂水理学
水工学・水文学

災害科学

宮村河川学の継承危機
≠土木史

予防保全・許されない失敗にしないためには社会史から見る視点も重要



日本の人口と耕地面積推移

寛永飢饉 享保飢饉

天明飢饉

天保飢饉

大和川改修（御手伝普請）

享保国役普請 宝暦再開国役普請

利根川1期（銚子－佐原）

利根川2期（佐原－取手）

利根川3期（取手－沼の上）

荒川放水路工事

大河津分水路本格的工事

淀川改良工事

木曽三川明治改修

利根川東遷・用水路整備等

川村孫兵衛北上川中下流改修

野中兼山 新田開発

筑後川堰・用水

木曽川右岸御囲堤

木津用水

新木津用水

臨時的予算補助による助成

災害準備基金特別会計法及び災害土木

費国家補助規程

府県災害土木費国庫補助ニ関スル法律

公共土木施設災害復旧事業費国庫負担
法

激甚災害法

被災者生活再建支援法

耕地整理法制定

耕地整理法改正（灌漑排水工事追加）

耕地整理法改正（埋立・干拓追加）

米騒動

昭和恐慌

日中戦争

太平洋戦争

開墾助成法制定

国家賠償法

大東水害最高裁判決

多摩川水害最高裁判決
長良川安八水害最高裁判決
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1975 河川管理施設等構造令

1728見沼代用水
1880明治用水

1882-1890三大疎水

1924大井ダム

～1960年代水力開発

1962愛知用水
1969豊川用水

1660葛西用水

堰・水門永久構造物化
ケーソン基礎・コンクリート

周辺状況（社会
情勢）は不変で
ない．

↓
演繹法的な考え
方

＋
帰納法的な考え
方・歴史をヒント
にする視点



河川シンポジウム（含む河川技術論文集）

• 各技術者・研究者の日頃の調査研究成果を披露し，（技術
者・研究者の自由な発想を尊重しつつ）議論し・褒め称えあう
場

＋

• 「河川技術上の重要課題あるいは分野について，必要なイン
ターフェース的機能を確保しつつ，調査・研究活動等を実施し，
課題分析，知見の体系化，発展の方向性や技術水準の提示
などを行う（会則第3条より）」場となってほしい．

• ⇒ディスカッションを1週間延長します
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